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照区 25℃）に 1 週間暴露した。高温では体重、摂餌量は減少し、一方飲水量は増加した。体温は 35℃の暴露で 7 週齢ラットで
は 36.7℃から 37.7℃に、モルモットでは 38.8℃から 39.5℃に上昇した。68 週齢の高齢・老齢ラットでは 7 週齢ラットに比べて
高温による障害が大きく、生存が困難となった。高温暴露後の血液生化学値はラットでは大きな変化は見られなかったが、モル
モットでは 35℃の暴露後 2 日目でコレステロール、トリグリセライドなどが有意に高くなり、7 日目でも有意に高い値が維持さ
































環境温度に比例して上昇した。ラットの単離肝細胞において 35℃で 70kDa の熱ショック蛋白の誘導が
確認され、様々な生化学的損傷から生体を防御する機構が発現することが示唆された。 
４）35℃の暴露により若齢動物では肝細胞の膨化や萎縮、鬱血、細胞内脂肪顆粒・変形マイクロ小体
の増加、ミトコンドリアの変形が認められ、高齢・老齢動物ではさらに空胞変性、脂肪顆粒、リポフス
チン沈着、滑面小胞体の増加などの組織学的変化が認められた。 
以上、本研究は熱中症が 35℃を超える猛暑日で急増し、男女とも高齢者によるリスクが増大すること、
暑熱ストレスが実験動物での代謝異常や組織的変化を引き起こすことを明らかにして、今後の課題を提
起したことから、本論文は博士（農学）の学位に値するものと判定した。
